















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































士　 一一凸マ」凱　 一目　 一、
次太
一204一
　
　
　
　
午
　
十
　
月
　
さ
て
、
ポ
ン
ペ
及
び
松
本
良
順
の
開
始
し
た
検
梅
は
一
時
的
、
部
分
的
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
来
崎
を
迎
え
て
長
崎
の
検
梅
は
一
般
的
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
明
治
元
年
十
一
月
、
イ
ギ
リ
ス
人
ニ
ュ
ー
ト
ン
O
o
o
お
o
ゆ
旨
8
］
Z
o
≦
㎡
3
は
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
ω
ヰ
＝
貰
芝
ω
旨
9
勺
騨
。
蒔
の
　
の
後
援
に
よ
っ
て
、
日
本
政
府
に
意
見
書
を
提
出
し
、
横
浜
に
梅
毒
病
院
を
設
立
し
た
。
　
朋
治
三
年
（
一
八
七
〇
年
）
秋
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
外
務
大
輔
寺
島
宗
則
に
面
会
し
、
長
崎
に
梅
毒
病
院
を
設
立
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。
寺
島
外
務
大
輔
は
九
月
三
日
（
陽
暦
九
月
二
十
七
日
）
、
梅
毒
病
院
の
設
立
に
つ
き
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
長
崎
へ
西
下
す
る
か
ら
然
る
べ
く
接
待
す
る
よ
う
に
と
長
崎
県
庁
に
通
告
し
た
。
　
寺
島
外
務
大
輔
は
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
附
ア
ス
ト
ン
を
芭
冨
目
O
o
。
お
o
》
2
2
（
H
o
o
自
1
6
＝
）
よ
り
横
浜
梅
毒
病
院
諸
入
費
書
類
の
写
を
提
供
さ
れ
、
九
月
十
目
（
陽
暦
十
月
四
日
）
、
長
崎
県
知
事
野
村
盛
秀
へ
そ
の
書
類
を
送
付
し
た
。
そ
の
後
、
九
月
十
三
日
（
陽
暦
十
月
七
日
）
に
は
、
横
浜
病
院
の
松
山
不
苦
庵
の
建
　
　
　
第
三
章
　
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
白
書
を
野
村
知
事
に
、
叉
、
九
月
十
九
日
（
陽
暦
十
月
十
三
目
）
に
は
、
外
務
省
よ
り
横
浜
吉
原
町
入
用
井
病
院
入
用
取
調
書
を
長
崎
県
庁
に
送
っ
た
。
　
十
月
十
日
（
陽
暦
十
一
月
三
日
）
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
号
に
搭
乗
し
て
横
浜
を
発
し
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
長
崎
に
着
い
た
の
は
十
月
十
四
目
（
陽
暦
十
一
月
七
日
）
で
あ
っ
た
が
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
目
的
は
野
村
知
事
に
面
会
し
、
長
崎
に
梅
毒
病
院
を
設
立
さ
れ
る
よ
う
申
請
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
十
九
日
（
陽
暦
十
一
月
十
二
日
）
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
イ
ギ
リ
ス
領
事
と
共
に
知
事
に
面
会
し
た
が
、
そ
の
際
の
会
談
に
つ
い
て
は
既
に
古
賀
十
二
郎
翁
が
『
西
洋
医
学
伝
来
史
』
に
引
用
し
て
あ
る
し
、
一
八
七
〇
年
十
一
月
十
二
日
発
行
、
長
崎
エ
キ
ス
プ
レ
ス
に
明
ら
か
で
あ
る
。
今
、
知
事
と
ニ
ュ
ー
ト
ン
と
の
交
渉
の
片
鱗
を
こ
こ
に
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。
　
「
明
治
三
年
、
外
務
課
事
務
簿
、
日
記
、
第
二
」
に
次
の
記
事
が
あ
る
。
　
　
　
十
月
十
九
日
雨
　
一
　
今
十
字
英
岡
士
井
英
医
師
ニ
ュ
ー
ト
ン
江
応
接
有
之
知
事
殿
同
所
　
　
　
汐
出
張
相
成
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
略
）
一205一
　
　
　
第
五
節
叉
、
同
日
記
に
は
　
　
　
同
（
十
月
）
廿
三
日
晴
　
一
　
知
事
殿
大
参
事
殿
出
局
　
一
　
英
医
師
ニ
ユ
ー
ト
ン
登
局
応
接
有
之
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
略
）
　
こ
の
際
の
知
事
と
の
会
談
の
内
容
は
、
新
政
府
の
委
嘱
に
よ
っ
て
、
目
本
人
間
の
伝
染
病
の
治
療
の
た
め
、
病
院
を
設
立
す
る
目
的
で
、
横
浜
に
お
い
て
成
功
し
た
病
院
経
営
の
規
矩
に
拠
っ
て
、
然
も
強
制
的
治
療
法
を
採
る
べ
き
こ
と
を
予
告
し
、
長
崎
に
お
い
て
病
院
設
備
を
完
成
し
だ
上
は
、
そ
の
他
の
大
都
市
に
も
同
種
病
院
を
設
立
す
べ
き
で
あ
る
と
信
ず
る
旨
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
申
請
は
知
事
も
了
承
し
、
然
る
べ
き
処
置
を
と
っ
た
。
即
ち
、
十
月
下
旬
、
大
徳
寺
境
内
に
仮
病
院
が
創
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
範
は
す
べ
て
横
浜
梅
毒
病
院
に
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
然
し
、
梅
毒
病
院
の
経
営
は
面
白
く
な
か
っ
た
。
即
ち
、
遊
女
屋
側
の
抗
議
、
歎
願
等
が
あ
っ
て
、
予
防
医
学
を
目
的
と
す
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
意
図
と
は
違
い
、
治
療
の
み
の
病
院
に
す
る
よ
う
な
形
勢
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
明
治
四
年
三
月
二
十
日
（
一
八
七
一
年
五
月
九
日
）
、
遂
に
一
時
閉
鎖
が
発
表
さ
れ
た
。
五
月
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
熊
本
転
出
と
ニ
ュ
ー
杢
ン
及
び
レ
ウ
エ
ン
の
来
崎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
四
日
（
陽
暦
六
月
二
十
二
目
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
処
置
に
対
し
て
、
時
の
長
崎
県
権
知
事
宮
川
房
之
は
諸
国
領
事
た
ち
か
ら
非
難
さ
れ
た
。
そ
こ
で
再
び
六
月
十
六
目
（
陽
暦
八
月
二
日
）
よ
り
今
村
盛
吉
、
西
田
武
良
治
宅
を
借
用
し
て
梅
毒
罹
患
遊
女
の
療
養
を
始
め
、
明
治
七
年
十
月
、
ヒ
！
ル
が
再
開
す
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
　
と
こ
ろ
で
、
十
二
月
七
日
（
一
八
七
一
年
一
月
二
十
七
日
）
、
大
学
東
校
に
売
薬
取
締
局
が
設
け
ら
れ
、
売
薬
取
締
規
則
が
布
達
さ
れ
た
が
、
既
に
こ
の
年
八
月
九
目
（
一
八
七
一
年
九
月
四
日
）
、
生
鴉
片
取
扱
規
則
も
布
達
さ
れ
て
い
て
、
次
第
に
薬
局
方
制
定
へ
の
気
運
が
熟
し
始
め
て
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
よ
り
先
、
．
十
月
六
日
（
一
八
七
〇
年
十
月
三
十
日
）
、
熊
本
の
病
院
の
開
院
式
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
が
、
吉
雄
圭
斎
は
藩
主
細
川
護
久
に
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
招
聴
を
建
議
し
、
直
ち
に
採
用
さ
れ
た
の
で
、
熊
本
藩
の
寺
倉
秋
堤
、
竹
崎
律
次
郎
、
水
島
貫
之
等
が
十
二
月
十
四
目
（
一
八
七
一
年
二
月
三
目
）
に
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
を
訪
問
し
、
三
ケ
条
の
契
約
を
な
し
た
。
こ
う
し
て
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
翌
四
年
四
月
二
十
八
日
（
一
八
七
一
年
六
月
十
五
日
）
よ
り
「
三
ケ
年
之
間
肥
後
藩
二
於
テ
内
外
之
医
術
教
導
且
彼
藩
二
一　206一
取
設
し
勤
務
委
任
し
将
叉
右
教
導
当
年
第
六
月
中
旬
相
始
侯
事
」
そ
の
他
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
十
日
目
の
二
十
四
日
（
陽
暦
二
月
十
三
日
）
、
出
島
町
十
番
居
住
フ
ラ
ン
ス
商
人
ア
ン
リ
・
ゴ
ル
デ
ス
の
家
か
ら
出
火
し
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
家
も
類
燐
し
、
賄
室
を
除
い
て
全
く
焼
失
し
た
。
こ
の
頃
既
に
オ
ラ
ン
ダ
人
レ
ウ
ェ
ン
ビ
o
①
ロ
ゑ
①
b
＜
彗
U
。
ぞ
①
昌
。
留
も
後
任
と
し
て
来
崎
し
て
、
本
科
の
授
業
を
教
授
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
明
治
三
年
、
文
書
科
事
務
簿
、
御
用
留
」
に
よ
れ
ば
、
十
二
月
二
十
四
目
（
一
八
七
二
年
二
月
二
日
）
の
条
に
、
「
一
今
暁
壱
字
半
頃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
出
嶋
住
居
仏
商
ヘ
ン
リ
ゴ
ル
テ
ス
方
汐
出
火
隣
家
蘭
医
マ
ン
ス
ペ
ル
ト
方
類
焼
三
字
比
鎮
火
其
他
別
条
無
御
座
候
此
段
廉
絵
図
相
添
御
届
申
上
候
以
上
」
と
云
っ
て
あ
る
。
今
、
図
は
省
略
す
る
が
、
家
は
出
島
の
南
東
端
に
当
り
、
ゴ
ル
デ
ス
の
家
の
東
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
家
の
北
に
は
ド
イ
ツ
商
人
キ
ニ
フ
ル
の
土
蔵
が
あ
っ
た
。
こ
の
火
災
は
三
時
ま
で
続
い
た
が
、
そ
の
後
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
家
に
は
外
務
課
か
ら
使
者
が
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。
　
「
明
治
三
年
、
外
務
課
事
務
簿
、
日
録
、
第
二
」
に
見
え
る
次
の
記
事
を
示
そ
う
。
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
十
二
月
廿
四
日
曇
　
一
　
今
暁
出
嶋
内
居
留
仏
人
ゴ
ル
デ
ス
居
宅
二
階
み
出
火
医
師
マ
ン
ス
　
　
　
宅
其
外
土
蔵
壱
ケ
所
焼
失
一
字
過
み
及
三
字
右
二
付
和
蘭
領
事
井
　
　
　
マ
ン
ス
江
尋
問
使
者
差
遣
ス
　
十
二
月
二
十
八
日
（
［
八
七
二
年
二
月
六
日
）
、
知
事
野
村
盛
秀
が
十
九
目
に
転
任
し
た
の
で
、
歳
暮
、
来
年
頭
の
御
礼
は
流
れ
る
べ
き
こ
と
が
解
務
よ
り
庶
務
掛
、
刑
法
掛
、
外
務
局
、
広
運
館
、
医
学
校
、
振
遠
隊
、
製
鉄
局
に
回
達
さ
れ
た
。
一207一
